
平成２９年度 あやの台保育園事業報告 

 

１．概要 

 ①運営方針   

●安心して子育てのできる環境を目指して、平成２９年４月より橋本市の保健福祉センター内に「子

育て世代包括支援センター」が設置されました。身近な相談場所として当園の利用者支援事業や

地域子育て支援センターも連携し切れ目のない支援を行なってきました。また利用者が少ない病

後児保育についても市の強い要望で継続することに致しました。 

●正規保育士３名が退職し、育児休業を正規保育士１名、非常勤保育士１名が取得しました。 

人材確保については各学校への案内の時期を早めたり、橋本市内で行われた就職フェアに参加す

るなどして正規保育士 3 名、パート保育士１名の入職につながりました。 

●近隣のあやの台小学校をはじめ、市内の小学校との保幼小の接続を大切に引継ぎ会や交流会、授

業参加等へ積極的に参加し、子ども達の交流はもちろんのこと、職員間の交流も行いました。ま

た自治会や児童民生委員、地域コーディネーターなどの連携、協力も積極的に行い、夏祭り（８

月）、共育ミニ集会、地域清掃（１２月）、小学校のサマーチャレンジ（７，８月）等にも参加し

ました。 

●現在、地域で差別化を図るためにも継続して行っている立腰教育を基本に、乳児クラスから少人

数のグループで一人一人と安心できる関わりを大切にしながら、心身ともにたくましく自立した

子どもに育つように保育内容の充実に努めます。 

●保育所保育指針の改定に伴い、全体的な計画の作成や発達の理解や質の向上の見直しを園内外研

修等で行いました。引き続き園長、副園長、主任、各クラスリーダーが中心となりマニュアル等

の整備、職員研修を行い、人材の育成を行います。 

●開園して１２年が経過し、保育室の床やウッドデッキ、大型遊具等の経年劣化が見られるため、

園内外の必要な箇所から補修を実施しました。 

 

②定員   １１０名  合計１１５名 

 

③事業日数 ２９４日（日・祝日及び 12 月 28 日～1 月３日は休園とします） 

 

④開園時間 平 日 ７：００～１９：００（２０：００）   

土曜日 ７：００～１８：００（１９：００） 

 

⑤保育時間 

 平日 早朝保育 ７：００～ ９：００   土曜日 早朝保育  ７：００～ ９：００ 

     通常保育 ９：００～１７：００        通常保育 ９：００～１７：００ 

     延長保育１７：００～１９：００        延長保育１７：００～１８：００ 

               （２０：００）                （１９：００） 

 



⑥職員数 

  園長 1 名、主任保育士 1 名、看護師１名、保育士２３名（うちパート保育士７名） 

 保育補助４名、栄養士 2 名、調理員４名、その他２名 

 

２．保育運営  

 ①保育理念 

  ●子どもは子ども同士認め合い、助け合い、励まし合い、学び合う子ども社会の中で成長すること

が望ましいと考えます。 

 ●私達は、子どもの個性･人格を尊重し、自立を促し、日々の生活の中で家族とともにその成長・発

達の援助を行います。 

 

 ②保育方針 

●子ども達がいきいきと生活、活動できる環境を整える 

●自分らしく生き抜いていく土台を培う 

●立腰保育・教育で心と体を整える 

 

 ③保育目標 

  目指す人柄像 

●自分のことは自分でできる自主性を持った人 

●人に親切にできる人 

●主体的に行動し、自分の力を発揮する人 

心と体をととのえる意志力、性根、主体性の土台を育てます 

「腰骨を立てる」（立腰保育・教育） 

 

④クラス体制 

  ０歳児     ９名  保育士  ３名 

  １歳児    ２０名  保育士  ５名 

  ２歳児    ２４名  保育士  ４名 

  ３歳児    ２０名  保育士  ２名   

４歳児    ２３名  保育士  ２名（うち加配保育士１名） 

  ５歳児    １９名  保育士  ２名（うち加配保育士１名） 

  合計園児数 １１５名  保育士  １８名 

 

  主任保育士       １名 

  障がい児加配保育士   ２名 

  延長保育担当保育士   ２名（パート保育士２名） 

  一時預かり事業     １名 

  地域子育て支援センター ３名（うちパート保育士２名） 



 利用者支援       １名 

  病後児保育事業     ２名（看護師・保育士） 

  保育補助、その他    ６名 

 

⑤保育内容 

●教育哲学者 森信三先生提唱の「立腰教育」（腰骨を立てる）を目指し、「挨拶は自分から先にし

よう」「返事はハイとはっきりしよう」「履物を揃え、イスをいれよう」の躾の三原則も日々積み

重ねて実践してきましたが、保育者間での共通の意識に対する課題（正規保育士と非常勤保育士

の意識の差）も見られたため、今後も園内外の実技研修等を通して職員の意識向上に努めます。 

 ●乳児クラスは、保育士の愛着関係のもと安心して過ごせるよう、子ども一人ひとりの発達、状況

に合わせた関わりを大切に、少人数のグループで過ごしました。保育士間の連携や動線、環境構

成についても話し合いをしながら進めました。「一日の流れ」の見直しをしながら次年度へ引き継

ぎます。尚、「じゃれつき・運動遊び」の内容が若干マンネリ化してきたため、実践の研修を通し

学ぶ機会を作りました。 

●石井方式幼年国語教育（漢字仮名まじり絵本等）や時計、百玉算盤の進め方については学年で内

容のばらつきも見られたため、次年度は実践の研修を実施予定です。 

●「意味ある運動」は各学年の時間や場所を設定し、朝からしっかりと体を動かし、仲間とのコミ

ュニケーションや体力づくりに取り組んできました。日々の継続で子ども達や保育士が意欲的に

参加できるようになってきています。今後も内容等の話し合いや研修を重ねていきます。 

●毎月の製作（絵画）活動により表現する機会が増えました。今後は掲示方法や期間を工夫し、保

護者に見て頂く機会を設けたいと考えています。 

●「自然体験学習」を通して森の散策や竹切り、木工クラフトなど地域のボランティアの方々と接

したり、自分たちで考えたり、工夫したりする場の体験ができました。今後も地域資源を利用し

積極的に体験を行っていきます。 

●栄養士と作成した年間食育計画に基づき、食育のテーマ「わくわく・ドキドキランチ」を行い、

子ども達が食材や献立に関心を持ち、クッキング活動等を通して食に関しての興味・関心が深ま

るようにしました。また親子クッキング 2 回（11 月 11 日、2 月 3 日）ではアンケートで希望の多

かった“手作りおやつ作り”を実施し大変好評でした。「保育を楽しむ日」や試食会（5 月）には

アンケートを実施し、今後の献立等に反映できるようにしました。家庭とも連携して食育を行な

えるようおたよりやレシピ冊子の配布等でも情報発信を行っていきます。 

●全国人権擁護委員連合会のリーフレット「種をまこう」を使って年間計画を作成し年間を通じて

人権保育に取り組みました。 

 

⑥家庭との連携 

 ●クラス懇談会（４・５月）では、保育理念、目標、保育内容、立腰教育、基本的な生活習慣の重

要性についての内容をレジュメを作成して保護者に伝え、年２回（６・２月）の個人懇談では、

保護者の思いを聞き取りながら、子どもの育ちを具体的にわかるように伝えました。 

 



  ●昨年度より始めた保育参加日（保育を楽しむ日）や給食試食会（年３回）などで園での子どもの

様子を見て頂いたり、給食を食べて感想を聞くなど、園の保育についてより理解を深めてもらう

機会作りに努めました。「保育を楽しむ日」は保護者の希望もあり次年度は回数を増やす予定です。 

  ●保育内容等については、ホームページやおたより、掲示物やメール配信などでできる限りリアル

タイムに情報発信を行いました。 

  ●園行事や環境整備等保護者に積極的な参加を促し、保護者との相互理解が深まるようにしました。 

 ●保護者に向けた催しや親子で一緒に遊び体験できるイベントや講座を開催しました。 

（自転車、LaQ など） 

●５歳児の保護者向けにあやの台小学校の校長による「小学校入学に向けての話」を実施しました。

（２／２８）参観と合わせて行ったこともあり、大半の保護者が参加され熱心に話を聞いておら

れました。今後も継続して行っていきます。 

 

⑦人材育成 

●園内研修【保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領、発達、運動、遊び、立腰

など】や、法人内研修【三法人合同研修・乳児保育・リトミック】または外部の研修会【日本保

育協会主催の保育所保育指針、教育保育要領の改定について、主任保育士、乳児保育、健康・安

全、和歌山県主催の指針・教育保育要領について、地域子育て支援、学校体育研究大会、キャリ

アアップ研修（マネジメント、乳児保育、障害児、保護者・子育て支援）橋本市主催等の発達支

援（2 回）、保育指針・教育保育要領、安田式体育遊び（2 回）、感覚統合（2 回）危機管理・安全

（1回）体育指導（1回）、造形（1回）、認定こども園関係（1回）】橋本市私立保育園会主催の研

修会（1回）等）に参加し、専門職としての知識や技術の向上を図りました。 

非常勤保育士も積極的に参加できるようにしたり、共有できる時間を作るように努めました。 

●立腰保育については、特に非常勤保育士に研修の時間を多くとり子どもへの関わり方などの実践

研修を行いました。非常勤職員の意識向上にもつながってきているので次年度も引き続き行いま

す。全職員が丁寧に根気強く継続することを大切に保護者にもしっかりと情報発信を行いながら、

一丸となって取り組んでいきます。 

●研修計画に基づき、看護師による保健研修を月１回行いました。継続して行う中で内容等が同じ

ものがあるため、外部研修に出たり、外部資料を使うなどし、マンネリ化しないように工夫しま

した。実技研修（救命救急 AED・アレルギー・ＳＩＤＳなど・感染症対応など）も引き続き積極的

に行います。 

  ●橋本市私立保育園会主催の研修会（5 月指針・教育保育要領、11 月発達支援について）を行いま

した。 

●子育て支援員研修「地域子育て支援拠点事業」は事業に携わる職員 2名が受講しました。 

●同中学校区の小学校のサマースクールや地域の活動に積極的に関わることで、地域と共に子育て

をしていくという意識を持てるようにしました。（サマースクール、土曜講座、わいわい集会等） 

●園内の知りえた情報は速やかに園長、主任に報告・連絡・相談し、全職員が共有できる組織体制

づくりに努めました。 

 



⑧地域の実態に対応した事業 

  地域子育て支援センター事業「ポトフのおなべ」 

●市の広報誌に地域子育て支援センターの欄を設けてもらい、継続して情報発信を行いました。 

また、ホームページやメール配信でより細かく又リアルタイムで情報発信も行いました。 

●ルーム開放の延べ約６０１組（１２４５名）や親子登園 2 歳グループ１９４組（４０４名）、1 歳

グループ約１３２組（２７５名）、園庭開放約２６３組（５５２名）、子育ての集い２７６組（５

７０名）、おはなし広場約６５組（１３２名）、公園出張５回、３０組（６３名）、サークルへの出

張は１１回、９９組（２０７名）の参加、利用がありました。 

●橋本市市民病院内にも子育て情報のおたより等を置き、情報発信を行いました。 

●あやの台ハウスを１歳の親子の活動やベビーマッサージなどの内容で利用することで、ほっとで

きる環境の提供やさらに良い親子の交流、相談ができるようにしました。 

  ●橋本市より委託を受けてスタートした「利用者支援事業」での相談件数は３８件でしたが、子育

て支援センター利用の際に相談を受けることが多いので、関係機関と連携を図るために分けて記

録しました。また市の「子育て世代包括支援センター」等の関係機関との連携を更に図りながら

充実した内容で支援していきます。 

 

その他の事業 

  ●一時預かり事業の利用者は５２１名でした。里帰り出産や育児負担解消等での利用や問い合わせ

も多いことから、利用数も増加しています。 

  ●病後児保育室の利用は１１名でした。他園在籍の方からの問い合わせもあるため、今後も病後児

保育室の必要性を市と協議していきます。 

●中学生の職業体験学習（１１名）、実習生（７名）の受け入れを行いました。 

●地域の幼保小中校との交流（公開保育、授業参観、コンサートへの参加など）や職員の情報交換

を行いました。中学校区の教育関係者や地域の方と行う共育コミュニティ活動（共育ミニ集会 

（１２／９）、リサイクル活動として古着を難民キャンプに届ける“服の力プロジェクト”、地域清

掃、小学校の土曜講座やサマーチャレンジの参画など）にも積極的に参加しました。 

●毎月の市の移動図書館（ブッキー号）の来園時に、子育て支援担当者と連携を図り、絵本や紙芝

居の読み聞かせを行い、絵本に触れる機会を多く持ってもらえるようにしました。 

●小学校、地域自治会等と連携し、８月に「夏祭り」に参加しかき氷の出店を行いました。 

●卒園児の同窓会を開催し、地域との連携を図りました。 

●同地域内の小学校の学童保育利用の児童との遊び等の交流を図りました。 

●「緑の募金事業」の補助を受け、園周りへの植樹（サツキツツジ３００本）や「郷土の森自然 

学習棟・ひだまりの郷」にて自然体験を行いました。 

 

⑨苦情処理 

●苦情解決窓口（苦情受付担当者を松山利加、解決責任者を武藤廣茂と）、第三者委員（２名）の設

置を入園準備説明会（２／２４）時に重要事項説明書の説明や掲示等で保護者に知らせました。 

 



●ご意見 BOX への投かんはありませんが、口頭での意見、要望等を伺ったものについては、２４時

間以内に回答することを心掛け、今後も速やかに対応していきます。 

 

⑩リスクマネジメント 

●危機管理マニュアル（災害、防犯、感染症、食中毒、衛生、アレルギーなど）は実施研修をしな

がら内容の見直しを行いました。 

●事故防止のためにヒヤリハットや問題解決用紙の内容は、昼礼などで迅速に情報の共有が出来る

よう心掛けました。 

●施設内外の設備、用具等の清掃、消毒・点検などについては看護師が中心に行い、衛生管理に努

めました。行き届かない点もあり、昼礼後に一斉掃除時間と決め実践しました。 

   ●年 2 回消防署との総合訓練や消防点検など、関係機関と連携し、災害時に備えました。地域防災

訓練についても自治会や小学校とも連携し、実施の際には積極的に参加していきます。 

●非常災害時や感染症発症や不審者などの情報については、リアルタイムでメール配信と掲示板に

より、保護者に伝えました。 

 ●保健所からの感染症等の情報についてはリアルタイムで情報提供を行いました。園内の感染症等

のお知らせや注意喚起はメールや手紙、張り紙でお知らせしました。 

   給食室の立ち入り検査（11/24）が行われましたが、特別な指摘はありませんでした。 

 

⑪設備の改善及び物品購入について 

  ・園内外補修（外壁の一部補修、大型遊具の修繕等） 

 ・ＬＥＤへの移行 

 ・車両の購入 


